
まとめ 5. 内部エネルギーの存在
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熱力学第一法則の “微分形”
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内部エネルギー U と仕事W による熱Qの “定義”：　
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（断熱曲線）

ただし，関係式
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−p を用いた．１０章 Uと Sの関係を参照のこと．



予習のために：

• (フェルミ) p.19– 21

• (戸田) p.22–28

• (三宅) p.8, p.28– 31


